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年月日 観測時刻 観測回数 粒子の種類 Z・R関係式
1978．1，251740～194020 雪片・あられ・粉雪 Z＝691R1・28
！．27 2247～000516 雪　片・粉　　雪 Z＝2013R1・45
ユ．29 0520～070519 雪片・あられ・粉雪 Z＝786R1・22
1．30 1340～150710 雪片・あられ・粉雪 Z＝766R1・40
1，30 2208～233810 雪片・あられ・粉雪 Z＝1157R1・65


































































































































































著者ら　　　　　　　　長岡 0，013～11 ユ212 1．25 68
表5あられについて，他の地方で観測されたZ・R関係式における万値およびβ値
　　　と長岡における著老らの観測値の比較．





由田（1975）　　　　　　　札幌と近郊 0．02　～2．01400 1．3 8
梶川・木場（1978）　　　　秋旧 0．0025～25 793 1．25 63
著者ら　　　　　　　　長岡 0，058～8．1 652 1．12 38
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またこの三者は解析の基礎となった観測資料数および観測された降水強度の範囲の双方にお
いても大体似通っているが，この中でも梶川・木場（1978）は広い範囲の降水強度で数多く
の資料取得を行っており特筆される．この札幌・秋田・長岡の三地域のあられのZ・R関係
の3値は数百から700～800でβ値は1．2前後である．
　このような降雪粒子のZ－R関係を求めるにあたっては，降雪粒子の落下速度が重要であ
る．今回の観測資料の解析では比較的気象条件の似通った秋田での落下速度の測定値を用い
たが，理想的には粒度分布の観測と同時に併行して落下速度を観測し，その測定値を使い解
析をするのが良い．雨滴と違い，降雪粒子の場合は，雪片であれあられであれ，構成結晶型・
雲粒の付着量・部分的融解の程度・密度などが降雪過程の差あるいは地域の差により大きく
左右されるからである．そしてこの事は単に落下速度の取扱の仕方だけの問題でなく，レー
ダーで降水強度観測を実施する場合のZ－R関係式の妥当な適用の問題でもある．たとえば
著者らの観測によると，雪片の粒度分布における特徴として，4章で述べたように降水強度
の増加と共にN・の増加および■の減少があったことが指摘されるが，Montrea1のGunn
and　Ma・sha11（1958）はN・の減少，■の滅少を報告している．このW。の滅少・1の減少
は，降水強度の増加に伴い，雪片の付着凝集過程において小さな雪片あるいは単一結晶が減
少して，それだけ大雪片が増加すると説明されている．しかし著者らの長岡における今回の
観測結果は，付着凝集過程で大雪片が増加しても，なお十分に小雪片あるいは粉雪が存在し
たことになる．このことは冬期日本海の大気中への豊富な水蒸気供給に関係するかも知れな
い．あるいはこの地域の降雪過程の特殊性を表わしていると考えられるであろう．すなわち
降雪粒子のZ－R関係の比較検討は降雪過程の相異あるいは地域性などに視点をおいて進め
る必要があると思われる．
6．　あとがき
　昭和52年度冬期の観測の結果，次のようなことが明らかにされた．
　（1）6回の1，2時問連続観測の結果，降雪粒子のZ－R関係式におけるB値は大体
　　　700から2000，β値は1．2から1．7の間であった．
　（2）雪片についてのB値は1200，β値は1．3であった．
　（3）　あられについてのB値は650，β値は1．1であった．
　（4）雪片の空問粒度分布の特徴として，降水強度の増加と共に分布の幅が広がり全体と
　　　して個数が増加するという傾向が観測された．
　（5）　あられの空間粒度分布の特徴は，降水強度の増加に伴って分布の幅はほとんど一定
　　　であるが全体的に個数が増加するという傾向が観測された．
　今回の報告は昭和52年度の観測についてである．昭和53年度の観測については次報で
報告し，昭和52年度の結果と合せて考察を進める．
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